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評価規準例 数学Ａ Standard（東書 数Ａ 702）

１ 学習の到達目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 図形の性質，場合の数と確率について

の基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに，数学と人間の活動の

関係について認識を深め，事象を数学化

したり，数学的に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。

(2) 図形の構成要素間の関係などに着目

し，図形の性質を見いだし，論理的に考察

する力，不確実な事象に着目し，確率の性

質などに基づいて事象の起こりやすさを

判断する力，数学と人間の活動との関わ

りに着目し，事象に数学の構造を見いだ

し，数理的に考察する力を養う。

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しよう

とする態度，粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとする態度，問題解

決の過程を振り返って考察を深めたり，

評価・改善したりしようとする態度や創

造性の基礎を養う。

２ 評価の観点の趣旨 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・図形の性質，場合の数と確率についての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解し

ている。

・数学と人間の活動の関係について認識を

深めている。

・事象を数学化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりする技能を

身に付けている。

・図形の構成要素間の関係などに着目し，図

形の性質を見いだし，論理的に考察する力

を身に付けている。

・不確実な事象に着目し，確率の性質などに

基づいて事象の起こりやすさを判断する

力を身に付けている。

・数学と人間の活動との関わりに着目し，事

象に数学の構造を見いだし，数理的に考察

する力を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用しようと

したり，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って考察を深め

たり，評価・改善したりしようとしている。

３ 各章の観点別評価規準例 ※評価規準欄の「※」印は教科書該当箇所。Introduction 及び Investigation においては該当ページの紙面全体とする。

※各項の最初にある「Set Up」は，「主体的に学習に取り組む態度」の評価の箇所とする。

１章 場合の数と確率

学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

章導入

Introduction 0.5 組み合わせは何通り？の考察

を通して，場合の数と確率につ

いて興味・関心を高める。

・組み合わせは何通り？の考察

を通して，場合の数と確率に

ついての関心を高め，学習に

取り組もうとしている。

１節 集合と場合の数

１ 数え上げの原則と集合の

要素の個数

3.5 有限集合の和集合・補集合の要

素の個数，及び和の法則や積の

・和集合・補集合の要素の個数，

和の法則や積の法則を利用

・集合の要素の個数を図や補集

合を用いて考察したり，和の

・集合の要素の個数を図や補集

合を用いて考えたり，積の法
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学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

法則について，図表示などを利

用しながら，場合の数を求める

ことができる。

した場合の数を求めること

ができる。
※例 1～5，例題 1，2，問 1～9

法則や積の法則を利用して

場合の数を計算したりする

ことができる。
※考察 1-1～1-3，例題 3

則による場合の数の計算方

法を考えたりしようとして

いる。
※考察 1-1～1-3

２ 順列 3 順列の意味を理解し，その総数

nPr や階乗の計算することがで

きる。また，円順列や重複順列

など，いろいろな順列の計算す

ることができる。

・順列の総数 nPr や階乗の値や

条件のある並び方の総数な

どを計算することができる。
※例 6，7，例題 4，5，問 10～14

・円順列や重複順列について理

解し，それらの総数を計算す

ることができる。
※例 8，問 15，16

・円順列及び重複順列について

図をかくなどしながら，原理

を理解して立式し，場合の数

の求め方を考察することが

できる。
※考察 2-1，2-2

・円順列及び重複順列について

図をかくなどしながら，立式

して場合の数の求め方を考

えようとしている。
※考察 2-1，2-2

３ 組合せ 5 組合せの意味を理解し，その総

数 nCr を，順列との関係によっ

て求めることができる。また，

組合せの考えを，組分けや同じ

ものを含む順列に応用するこ

とができる。

・組合せの総数 nCr を理解し，

計算することができる。
※例 9～11，例題 6～9，問 17，19～

23
・順列や組合せの考えを用い

て，同じものを含む順列の求

め方を理解し，総数を計算す

ることができる。
※例 12，例題 10，問 24，25

・選び方の違いによって，その

総数の求め方が組合せにな

るか順列になるかを説明す

ることができる。
※#問 18

・選び方の総数が一致する場合

の法則性を考察することが

できる。
※考察 3-1

・同じものを含む順列の総数の

求め方を考察することがで

きる。
※考察 3-2

・順列や組合せの考え方を用い

て，選び方の総数が一致する

場合の法則性や同じものを

含む順列の総数の求め方を

考えようとしている。
※考察 3-1，3-2

２節 確率とその基本性質

１ 事象と確率 2 試行と事象，根元事象などの定

義を知り，事象の確率の求め方

を理解するとともに，その確率

を求めることができる。

・事象を集合で表したり，事象

の確率を求めたりすること

ができる。
※例 1～5，例題 1，2，問 1～3，5～

7

・同様に確からしいことを利用

して，事象の確率の考え方を

説明することができる。
※考察 1-1，#問 4

・同様に確からしい根元事象と

関連付けながら事象の確率

の考え方を説明しようとし

ている。
※考察 1-1

２ 確率の基本性質 4 積事象・和事象，排反事象，確

率の基本性質，確率の加法定

理，和事象の確率，余事象とそ

の確率について理解し，これら

を利用して確率を求めること

・積事象と和事象の確率につい

て理解している。
※例 6，問 8

・排反事象と確率の加法定理に

ついて理解し，それらを用い

・互いに排反でない 2 つの事象

の和事象の確率の求め方や，

余事象を用いた確率の求め

方について考察することが

できる。

・余事象を用いて確率を求める

ことのよさに気づき，余事象

を積極的に活用しようとし

ている。
※考察 2-1
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学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ができる。 て確率を求めることができ

る。
※例 7，8，例題 3，問 9，10

・確率の基本性質や余事象の確

率について理解し，和事象の

確率や余事象の確率を求め

ることができる。
※例 9，10，例題 4，5，問 11，13～15

※考察 2-1，#問 12

３節 いろいろな確率

１ 独立な試行の確率 1 独立な試行の確率について，具

体例を通してその意味を理解

する。

・独立な試行の確率について，

具体例を通してその意味を

理解し，その確率を求めるこ

とができる。
※例 1，2，例題 1，問 1～4

・独立な試行の確率はそれぞれ

の事象の確率の積に等しい

ことに着目し，具体例を通し

て考察することができる。
※考察 1-1

・独立な試行の確率を求めるた

めに，それぞれの事象の確率

の積に着目して，そのことを

活用しようとしている。
※考察 1-1

２ 反復試行の確率 3 独立な試行の典型的な例であ

る反復試行の確率を理解し，簡

単な場合の反復試行の確率を

求めることができる。

・反復試行の確率を理解し，反

復試行の確率を求めること

ができる。
※例 3，4，例題 2，3，問 5～8

・反復試行の確率について，組

合せの考え方と関連させて

考察することができる。
※考察 2-1

・反復試行の確率について，組

合せの考え方と関連付けて

考えようとしている。
※考察 2-1

３ 条件付き確率 2 条件付き確率の意味と確率の

乗法定理を理解し，それらを用

いて具体的な事象を数学的に

考察することができる。

・条件付き確率の意味と確率の

乗法定理を理解し，条件付き

確率を求めることができる。
※例題 4，5，問 9～11

・これまで求めてきた確率と条

件付き確率の違いを説明す

ることができる。
※#問 12

４ 期待値 1 期待値について理解し，期待値

を求めたり，期待値を意思決定

に活用したりすることができ

る。

・期待値について理解し，期待

値を求めたり，期待値を利用

して確率を求めたりするこ

とができる。
※例 5，例題 6，問 13～16

・期待値を具体的な問題の意思

決定に活用することができ

る。
※考察 4-1，#問 17

・期待値を具体的な問題の意思

決定に利用しようとしてい

る。
※考察 4-1

章末

Investigation 1 “渋滞を減らすには？”の問題

について，本章で学んだことを

活用して解決に取り組み，問題

解決力を高める。

・場合の数と確率で学んだこと

を用いて身近な問題を解決

したり，解決の過程を振り返

って事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考察し

たりすることができる。

・場合の数と確率で学んだこと

を，具体的な事象の考察に活

用しようとしている。

・場合の数と確率を活用した問

題解決の過程を振り返って

考察を深めたり，評価・改善

したりしようとしている。
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２章 図形の性質

学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

章導入

Introduction 0.5 3 点から等しい距離にある点の

考察を通して，図形の性質につ

いて興味・関心を高める。

・3 点から等しい距離にある点

の考察を通して，図形の性質

についての関心を高め，学習

に取り組もうとしている。

１節 三角形と比

１ 三角形と比 2.5 三角形の内角の二等分線と比，

外角の二等分線と比などにつ

いて理解し，それらを用いて線

分の長さを求めることができ

る。

・三角形の内角の二等分線と

比，外角の二等分線と比など

について理解し，それらを用

いて線分の長さを求めるこ

とができる。また，数直線上

の内分点，外分点の座標を求

めることができる。
※例 1～3，問 1～3

・三角形の内角の二等分線と比

の性質の証明をもとに，三角

形の外角の二等分線と比の

性質を証明することができ

る。
※考察 1-1

・三角形の内角の二等分線と比

の性質の証明と関連付けて，

三角形の外角の二等分線と

比の性質を考えようとして

いる。
※考察 1-1

２ 三角形の外心・内心・重心 4 三角形の外心・内心・重心の存

在とその証明について理解す

る。また，外接円，内接円との

関係を理解する。

・三角形の外心・内心・重心の

性質を利用して，角の大きさ

や線分の長さを求めること

ができる。
※例 4，5，問 4～6

・三角形の外心・内心・重心の

存在とその証明について，

様々な性質を利用しながら

考察することができる。
※考察 2-1～2-3

・三角形の外心・内心・重心の

存在とその証明について，

様々な性質を利用しながら

考えようとしている。
※考察 2-1～2-3

３ 三角形の比の定理 3 チェバの定理，メネラウスの定

理を理解し，それを活用してい

ろいろな辺の長さや比を求め

ることができる。

・チェバの定理，メネラウスの

定理を利用していろいろな

辺の長さや比を求めること

ができる。
※例 6，7，問 7，8

・チェバの定理の証明につい

て，面積比を利用して考察す

ることができる。
※考察 3-1

・チェバの定理の証明につい

て，面積比を利用して考えよ

うとしている。
※考察 3-1

２節 円の性質

１ 円の性質 6 円周角の定理と定理の逆につ

いて振り返るとともに，円に内

接する四角形の定理と四角形

が円に内接する条件の定理に

ついて理解する。さらに，接線

と弦のつくる角の定理を理解

し，それを利用して，角の大き

さを求めることができる。

・円周角の定理とその逆，円に

内接する四角形の定理，四角

形が円に内接する条件の定

理，接線と弦のつくる角の定

理を利用して，角の大きさを

求めることができる。また，

円に内接する四角形を選ぶ

ことができる。

・円に内接する四角形の定理，

接線と弦のつくる角の定理

それぞれの証明について，円

周角の定理を利用して考察

することができる。
※考察 1-1，1-2，問 8，9

・円に内接する四角形の定理，

接線と弦のつくる角の定理

それぞれの証明について，円

周角の定理を利用して考え

ようとしている。
※考察 1-1，1-2
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学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
※例 1，例題 1，2，問 1～7

２ 方べきの定理 2 円と2本の直線がつくる線分の

長さの関係について考察し，方

べきの定理が成り立つことを

理解するとともに，それを利用

して線分の長さを求めること

ができる。

・方べきの定理を利用して線分

の長さを求めることができ

る。
※例 2，問 10，11

・方べきの定理の証明につい

て，三角形の相似を利用して

考察することができる。
※考察 2-1，2-2

・方べきの定理の証明につい

て，三角形の相似を利用して

考えようとしている。
※考察 2-1，2-2

３ ２つの円 1 2 つの円の位置関係を理解し，

そこに現れる図形の性質を利

用して線分の長さを求めるこ

とができる。

・2 つの円の位置関係から補助

線を引くことによって，線分

の長さを求めることができ

る。
※例題 3，問 13

・2 つの円の位置関係を理解

し，そこに現れる図形の性質

を利用して，2 つの円の共通

接線の本数を考察したり，説

明したりすることができる。
※問 12

４ 作図の方法の考察 1 円の接線の性質を利用して，円

の外部の点からの接線を作図

する方法について考察するこ

とができる。

・円の外部の点から接線を 2 本

引いたときの接線の始点と

円の接点との関係に気付き，

その関係を活用して接線の

作図の考え方を説明するこ

とができる。
※考察 4-1

・円の外部の点から接線を 2 本

引いたときの接線の始点と

円の接点との関係を活用し

て接線の作図の考え方を説

明しようとしている。
※考察 4-1

３節 空間図形

１ 空間における 2 直線・2 平

面の関係

2 空間における 2 直線・2 平面の

位置関係やなす角，及び平面の

決定条件などについて理解す

る。

・空間における 2 直線・2 平面

のなす角を求めることがで

きる。
※例 1，2，問 1，2

２ 直線と平面の関係 2 空間における直線と平面の位

置関係が垂直である場合につ

いて考察するとともに，三垂線

の定理を理解する。

・空間における直線と平面の位

置関係が垂直であることを

かき示すことができる。
※問 3，4

・空間における直線と平面の位

置関係が垂直になる場合に

ついて，平面上の直線に着目

して考察したり，説明したり

することができる。
※考察 2-1

・空間における直線と平面の位

置関係が垂直になる場合に

ついて，平面上の直線に着目

して説明しようとしている。
※考察 2-1

章末

Investigation 1 “条件を変えると何が変わ

る？”の問題について，本章で

学んだことを活用して解決に

・図形の性質を用いて身近な問

題を解決したり，解決の過程

を振り返って事象の数学的

・図形の性質で学んだことを，

具体的な事象の考察に活用

しようとしている。
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学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

取り組み，問題解決力を高め

る。

な特徴や他の事象との関係

を考察したりすることがで

きる。

・図形の性質で学んだことを活

用した問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり，評

価・改善したりしようとして

いる。

３章 数学と人間の活動

学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１節 数える

１ 数との出会い 8 古代エジプトの数字や古代ロ

ーマの数字の記数法について

の特徴を現在の記数法と比較

しながら考察することができ

る。さらに，n 進法の特徴につ

いて考察するとともに，2 進法

を利用した数当ての仕組みに

ついて理解する。

・数を古代エジプト，古代ロー

マ，バビロニアの記数法で表

すことができる。
※Step 1-1～1-5

・n進法の特徴を理解している。
※Step 2-1～2-6

・古代エジプトの数字や古代ロ

ーマの数字の記数法につい

ての特徴を現在の記数法と

比較しながら考察すること

ができる。
※Question 1

・n 進法の特徴について考察す

ることができる。
※Question 2

・古代エジプトの数字や古代ロ

ーマの数字の記数法につい

ての特徴を現在の記数法と

比較しながら考えようとし

ている。
※Question 1

・n 進法の特徴について考えよ

うとしている。
※Question 2

２ 数の拡張 5 1 を単位とした端数の考え方を

もとにしてユークリッドの互

除法の仕組みを理解し，それを

用いて 2つの正の整数の最大公

約数を求めることができる。ま

た，文化圏による小数と分数の

使われ方の違いや正方形の対

角線を利用した無理数の長さ

の線分の作図について考察す

ることができる。

・1 を単位とした端数の考え方

を理解している。
※Step 3-1

・正方形の対角線を利用した無

理数の長さの線分を作図す

る方法を理解している。
※Step 4-1

・ひもの端数の考え方を利用し

て，ユークリッドの互除法の

仕組みを考察することがで

きる。
※Question 3

・正方形の対角線が無理数であ

ることについて説明するこ

とができる。
※Question 4

・ひもの端数の考え方を利用し

て，ユークリッドの互除法の

仕組みを考えようとしてい

る。
※Question 3

・正方形の対角線が無理数であ

ることについて考えようと

している。
※Question 4

２節 はかる

１ 時間を計る 3 古代より用いられてきた振り

子による時間の計測の仕方に

ついて考察することができる。

また，暦の考え方を理解し，う

るう年が必要になる理由につ

・振り子のひもの長さと周期の

2 数の関係を式に表すことが

できる。
※Step 1-1

・1801 年～2200 年の 400 年間

・振り子による時間の計測の仕

方について，振り子のひもの

長さに着目して考察するこ

とができる。
※Question 1

・振り子による時間の計測の仕

方について，振り子のひもの

長さに着目して考えようと

している。
※Question 1
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学習内容
時

間
学習のねらい

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

いて考察することができる。 において，うるう年となる回

数と 1年の平均日数を求める

ことができる。
※Step 2-1

・グレゴリオ暦をもとにして，

うるう年が必要になる理由

を説明することができる。
※Question 2

・グレゴリオ暦をもとにして，

うるう年が必要になる理由

を考えようとしている。
※Question 2

２ 空間を測る 5 古代ギリシャにおける地球の

大きさの計測方法や地球と太

陽間の距離の求め方，測量によ

る日本地図の作成方法やその

精度などについて考察するこ

とができる。

・古代ギリシャにおける地球の

直径の計測方法や地球と太

陽間の距離の求め方を理解

している。
※Step 3-1，4-1，4-2

・歩測で距離を求めることがで

きる。
※Step 5-1

・空間内の点の位置を座標平面

上の点から座標空間に拡張

させて表すことができる。
※Step6-1

・古代ギリシャにおける地球の

大きさの計測方法や地球と

太陽間の距離の求め方を説

明することができる。
※Question 3，4

・測量による日本地図の作成方

法やその精度などについて

考察することができる。
※Question 5

・空間内の点の位置を表す方法

を考察することができる。
※Question6

・古代ギリシャにおける地球の

大きさの計測方法や地球と

太陽間の距離の求め方を考

えようとしている。
※Question 3，4

・測量による日本地図の作成方

法やその精度などについて

考えようとしている。
※Question 5

・空間内の点の位置を表す方法

を考えようとしている。
※Question 6

３節 遊ぶ

１ 数学パズルで遊ぶ 5 魔方陣の考え方や解き方など

について世界中の魔方陣の様

子とともに考察することがで

きる。また，オオカミとヤギと

キャベツの川渡り問題につい

て数学を活用して考察するこ

とができる。

・魔方陣の考え方から式を立て

たり，魔方陣の場合の数を求

めたりすることができる。
※Step 1-1～1-3

・オオカミとヤギとキャベツの

川渡り問題について，ボート

を動かす回数ができる限り

少ない方法を理解している。
※Step 2-1，2-2

・魔方陣の考え方や解き方など

について世界中の魔方陣の

様子とともに考察すること

ができる。
※Question 1

・オオカミとヤギとキャベツの

川渡り問題について数学を

活用して考察することがで

きる。
※Question 2

・魔方陣の考え方や解き方など

について世界中の魔方陣の

様子とともに考えようとし

ている。
※Question 1

・オオカミとヤギとキャベツの

川渡り問題について数学を

活用して考えようとしてい

る。
※Question 2

２ 和算で遊ぶ 3 和算の油分け算の仕組みにつ

いて 2元 1次不定方程式を活用

して考察することができる。

・和算の油分け算の仕組みにつ

いてどのような関係がある

かを理解している。
※Step 3-1，3-2

・和算の油分け算の仕組みにつ

いて 2元 1次不定方程式を活

用して考察することができ

る。
※Question 3

・和算の油分け算の仕組みにつ

いて 2元 1次不定方程式を活

用して考えようとしている。
※Question 3

＊〔１ 学習の到達目標〕は，文部科学省(2018) 「高等学校学習指導要領(平成 30年告示)」より作成しています。

＊〔２ 評価の観点の趣旨〕は，国立教育政策研究所(2021)「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校 数学」より作成しています。


